
１１月３０日（金）の授業参観等、大変お世話になりました。人権教育（道徳）はいか

がだったでしょうか。どの学年も、真剣に考えている姿がありました。子ども達には、相

手の気持ちを考えた、思いやりのある言動ができる人になって欲しいですね。

さて、保護者の皆様は、学校における教育の基準を示した「学習指導要領」をご存じで

しょうか。子ども達が学習で使用している「教科書」は、国（文部科学省）が策定したこ

の「学習指導要領」を元に作成され、国の検定を受けたものなのです。学習指導要領は、教科等毎に解説書があ

ります。全部を重ねて厚さを測ると１２㎝以上です。日本の学校はこの基準を元に教育を進めているため、全国

どこでも、同程度の教育が受けられるのです。すごいですね。因みに教科書は無償で配付されていますよね。こ

れもありがたいことです。（写真は学習指導要領の解説書。教科等毎にあります。）

その小学校の学習指導要領が昨年改訂され、平成３２年度から新たな学習指導要領が全面的に実施されます。

学習指導要領は、約１０年に１回改訂されますがそれは、時代とともに社会に必要とされる力が変化するからで

す。では、これからの時代を生きていく子ども達には、どのような力が必要であると考えられたのでしょうか。

先日の PTA 教育講演会での三角先生のお話の中にも、「今ある仕事の４割は、子ど
も達が大人になる頃にはなくなると言われている。」というお話しがありました。

本年度から２年間は移行期間です。３，４年生には「外国語活動」５，６年生に

は「外国語科」（他者との協働には「外国語」も必要）また「道徳」が教科化（他者

との協働には「道徳性」が必要）。ICT 等の活用やプログラミング教育（再構成、再
構築の力）も今後位置づけられてきます。また、家庭や地域との連携についてもさ

らに取り組むようにされています。

学校教育は今後さらに深化の時を迎えています。そこには、家庭や地域との連携が、これまで以上に重要です。

子ども達にこれからの社会や生活の中で必要な「生きる力」を、皆さんと共に育くんでいきましょう。

これからの時代は、社会の構造や雇用の環境が変化（少子化による生産年齢人口減少・グローバル化 ・技
術の革新やAIの飛躍的な進化など）し、この先どうなるのか予測が困難な時代である。 だからこれからの時
代を生きる子ども達に必要な「生きる力」は・・・

１ 様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していく力

２ 様々な情報を見極め知識を概念的に理解した上で、情報を再構成して新たな価値につなげていく力

３ 複雑に変化する状況変化の中でも、目的を再構築することができる力

１１月２１日（水）に小中合同の避難訓練及び引き渡し訓練を行いました。まず、
地震発生の緊急放送を聞いた子ども達は、先生の指示に従い机の下に潜るなどの身を
守る体制をとりました。次に、運動場避難の指示の放送を聞いた子ども達は、静かに
あわてずに移動し、２６秒で全員避難整列、人員確認を終えることができました。大
変上手に避難できていたと思いました。
運動場には日奈久中学校の生徒も同じ場所に整列し、八代市役所危機管理課の中武

さんから非常時の命の守り方等について話を伺いました。その後、保護者の皆様へ、
しっかり確認をとって子ども達を引き渡しました。
私たちは熊本地震を経験しています。非常時に命を守るためには、学校を含む地域

全体がどのように判断し、行動するといいのかを、平常時にシュミレーションしてお
く必要があります。まずは「自助」次に「共助」最後に「公助」です。今回の引き渡
し避難訓練には、市政協力員の皆様を始め多くの地域の方々が関心を寄せていただき
ました。今後も地域ぐるみで防災について考え、学び、実践できたらと思っています。
ご協力いただいた保護者の皆様、地域の皆様大変お世話になりました。


